
戦
略
的
な「
攻
め
」の
姿
勢
を
支
え
る

モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
要
諦

モ
デ
ル
の
便
益
・
リ
ス
ク
の
最
適
化
に
向
け
て

求
め
ら
れ
る
正
確
な
理
解

重
要
性
が
増
す

モ
デ
ル
活
用
と
そ
の
管
理

こ
れ
ま
で
金
融
機
関
は
「
モ
デ

ル
」
の
利
用
を
拡
大
し
て
き
た
。
モ

デ
ル
利
用
の
便
益
は
大
き
く
、
公
正

価
値
の
算
出
や
リ
ス
ク
の
計
測
に
と

ど
ま
ら
ず
、
不
正
検
知
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
需
要
予
測
な
ど
の
領
域
で

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
Ａ

Ｉ
を
利
用
し
た
モ
デ
ル
も
多
く
の
金

融
機
関
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
や

利
用
し
な
い
こ
と
で
中
長
期
的
に
競

争
力
が
劣
後
し
て
い
く
よ
う
な
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
リ
ス
ク
」
を
意
識

す
べ
き
ス
テ
ー
ジ
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
同
時
に
、
モ
デ
ル
か
ら
得

ら
れ
る
結
果
が
、
現
実
と
の
齟
齬
が

あ
る
可
能
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
も
そ
も
モ
デ
ル
は
、
金

融
理
論
や
過
去
の
事
象
を
も
と
に
作

成
さ
れ
る
が
、
一
定
の
割
り
切
り
や

仮
定
を
含
む
。
そ
の
た
め
、
導
き
出

さ
れ
る
結
果
が
将
来
に
わ
た
っ
て
正

し
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を

十
分
に
理
解
せ
ず
モ
デ
ル
を
や
み
く

も
に
利
用
す
れ
ば
、
モ
デ
ル
が
出
力

現
代
の
金
融
機
関
経
営
に
お
い
て
︑﹁
モ
デ
ル
﹂
を
戦
略
的
に
活
用
す
る
こ
と
は

不
可
欠
だ
︒
そ
の
前
提
と
し
て
︑
モ
デ
ル
の
中
身
お
よ
び
限
界
を
十
分
に
理

解
し
︑
適
切
な
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒
本
稿
で
は
︑
金
融
庁
が

２
０
２
４
年
12
月
に
公
表
し
た
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（
注
１
）
を
も
と
に
︑
地
域
金

融
機
関
の
目
線
も
意
識
し
つ
つ
︑
モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
︒

金
融
庁　
総
合
政
策
局　
リ
ス
ク
分
析
総
括
課

大
手
銀
行
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室　
課
長
補
佐

須
藤
駿
介

Ｐ
ｗ
Ｃ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
監
査
法
人

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
前
金
融
庁
総
合
政
策
局
リ
ス
ク
分
析
総
括
課

大
手
銀
行
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
課
長
補
佐
）

延
友
雅
弘
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モデルリスク管理の要諦

す
る
結
果
の
誤
り
に
気
付
け
ず
、
誤

っ
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
収

益
や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
重
大
な

損
害
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
金
融
庁
は
２
０
２
１
年
11

月
に
「
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク
管
理
に
関

す
る
原
則
」（
以
下
、
原
則
）
を
公

表
し
た
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
の
誤
り

ま
た
は
不
適
切
な
使
用
に
基
づ
く
意

思
決
定
に
よ
っ
て
悪
影
響
が
生
じ
る

リ
ス
ク
を
「
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク
」
と

定
義
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を
管
理
す
る

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
八
つ
の
原
則

と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

　

原
則
は
現
状
、
金
融
シ
ス
テ
ム
上

重
要
な
金
融
機
関
（
注
２
）
を
対
象

と
し
て
お
り
、
監
督
上
も
、
そ
れ
ら

の
金
融
機
関
に
対
し
て
各
原
則
を
踏

ま
え
た
業
務
運
営
を
求
め
て
い
る
。

原
則
公
表
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
対

象
と
な
っ
て
い
る
金
融
機
関
で
は
す

で
に
モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み

を
構
築
し
、
枠
組
み
に
基
づ
く
実
務

を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
に

進
捗
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
原
則
の
対
象
外
の
地
域
金

融
機
関
や
保
険
会
社
に
お
い
て
も
、

モ
デ
ル
リ
ス
ク
は
当
然
に
存
在
し
、

適
切
な
リ
ス
ク
管
理
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
地
域
金
融
機

関
で
も
原
則
を
任
意
に
活
用
し
、
モ

デ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
を
目
指

す
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則

で
は
態
勢
構
築
や
実
務
に
関
す
る
詳

細
が
分
か
ら
ず
、
取
り
組
み
に
踏
み

切
れ
な
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
が
示
す

モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
要
点

　

こ
う
し
た
声
も
受
け
て
金
融
庁
は

24
年
12
月
、
原
則
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
金
融
機
関
の
取
り
組
み
を
整
理

し
た
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
を
公
表

し
た
。
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
原
則

の
対
象
外
の
金
融
機
関
に
も
自
身
の

モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
に
向

け
て
、
原
則
の
対
象
の
金
融
機
関
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
考
え
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下

で
は
、
特
に
地
域
金
融
機
関
を
念
頭

に
、
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
の
中
で

筆
者
が
特
に
重
要
だ
と
考
え
る
点
を
、

八
つ
の
原
則
ご
と
に
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
原
則
は
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・

ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
え
に
基
づ
き
、
モ

デ
ル
の
リ
ス
ク
の
大
き
さ
に
応
じ
て

管
理
強
度
を
決
定
し
、
効
率
的
に
管

理
を
行
う
べ
き
と
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
最
初
か
ら
す
べ
て
を
行
う
の

で
は
な
く
、
金
融
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
、「
優
先
順
位
を
付

け
て
重
要
な
部
分
か
ら
始
め
る
」
と

い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も
有
益
で
あ
る
。

■
原
則
１
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

原
則
１
で
は
、
取
締
役
会
等
や
上

級
管
理
職
が
、
モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理

態
勢
構
築
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
モ
デ

ル
オ
ー
ナ
ー
（
第
１
線
）
の
設
定
と
、

第
１
線
か
ら
独
立
し
て
統
制
を
行
う

モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
部
署
（
第
２

線
）
の
設
置
に
よ
り
、
役
割
・
責
任

を
明
確
に
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

原
則
の
対
象
の
金
融
機
関
で
は
、

ま
ず
グ
ル
ー
プ
全
体
の
モ
デ
ル
に
つ

い
て
全
数
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
次

い
で
、
リ
ス
ク
の
あ
る
モ
デ
ル
を
ど

の
会
社
・
部
署
が
保
有
し
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
あ
る
の

か
を
整
理
し
た
。
そ
の
上
で
、
重
要

な
モ
デ
ル
を
多
く
保
有
し
て
い
る
会

社
や
部
署
か
ら
態
勢
構
築
に
着
手
す

る
よ
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

各
金
融
機
関
は
計
画
の
実
行
の
た

め
、
既
存
の
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
部

門
内
に
、
第
２
線
と
し
て
独
立
し
た

「
モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
専
門
の
部
署

・
グ
ル
ー
プ
」
を
新
規
に
設
置
し
て

い
る
。
だ
が
、
モ
デ
ル
の
検
証
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
専
門
人
材
が
総
じ

て
不
足
し
て
お
り
、
専
業
・
独
立
の

部
署
を
設
置
す
る
こ
と
へ
の
苦
労
が

聞
か
れ
た
。

　

モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
に
係
る
規
程

類
で
は
、
モ
デ
ル
定
義
や
そ
の
範
囲
、

イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
（
後
述
）
の
管
理
、

モ
デ
ル
の
リ
ス
ク
格
付
け
の
方
法
、

モ
デ
ル
記
述
書
の
記
載
内
容
、
独
立

検
証
の
頻
度
・
内
容
、
継
続
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
頻
度
・
内
容
等
を
網
羅
的

に
定
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
だ

が
、
そ
の
粒
度
は
対
象
金
融
機
関
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
は
、
各

金
融
機
関
は
、
定
期
的
に
モ
デ
ル
リ

ス
ク
管
理
の
態
勢
構
築
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
計
画
、
課
題
等
に
つ
い
て

経
営
へ
報
告
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
リ

ス
ク
管
理
が
一
つ
の
リ
ス
ク
管
理
報

告
事
項
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
評

価
で
き
る
。

■
原
則
２
（
モ
デ
ル
の
特
定
︑
イ
ン

ベ
ン
ト
リ
ー
管
理
お
よ
び
リ
ス
ク
格

付
け
）

　

原
則
２
で
は
、
管
理
対
象
と
す
る

モ
デ
ル
を
特
定
し
、
重
要
性
に
応
じ

た
リ
ス
ク
格
付
け
を
行
っ
た
上
で
、

一
連
の
情
報
を
「
モ
デ
ル
・
イ
ン
ベ

ン
ト
リ
ー
」
と
し
て
包
括
的
に
管
理
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す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

原
則
の
対
象
の
金
融
機
関
で
は
、

調
査
票
や
指
示
書
を
モ
デ
ル
所
管
部

署
や
子
会
社
に
配
布
し
、
モ
デ
ル
の

特
定
・
格
付
け
の
作
業
を
進
め
て
い

る
。
調
査
票
で
は
、
モ
デ
ル
に
該
当

す
る
か
の
判
定
お
よ
び
実
際
の
リ
ス

ク
格
付
け
の
判
定
を
、
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
か
た
ち

で
客
観
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

モ
デ
ル
の
格
付
け
に
お
い
て
は
、

影
響
度
（
重
要
性
）
と
複
雑
性
の
目

線
を
組
み
合
わ
せ
た
手
法
が
多
く
見

ら
れ
る
（
図
表
１
）。
格
付
け
を
定

期
的
に
見
直
す
よ
う
に
定
め
、
経
済

・
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
い

る
こ
と
も
特
徴
だ
。

　

影
響
度
に
つ
い
て
は
、
法
令
・
規

制
で
求
め
ら
れ
る
も
の
（
財
務
・
開

示
な
ど
）
か
否
か
等
、
使
用
目
的
の

重
要
性
に
加
え
、
モ
デ
ル
が
計
測
す

る
商
品
の
時
価
の
大
き
さ
、
リ
ス
ク

量
な
ど
の
定
量
的
観
点
を
考
慮
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

範
囲
の
広
さ
や
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
影
響
度
な
ど
の
定
性
的
な
要

素
も
加
味
し
て
判
断
し
て
い
る
。

　

複
雑
性
に
つ
い
て
、
原
則
の
対
象

の
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
複
雑
性

が
高
い
モ
デ
ル
は
モ
デ
ル
リ
ス
ク
管

理
の
強
度
を
高
め
る
べ
き
と
の
考
え

を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
高
度

な
数
学
的
手
法
、
複
合
的
な
仮
定
を

伴
う
も
の
は
格
付
け
が
高
く
な
る
よ

う
に
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ー

タ
数
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、
デ
ー
タ

の
信
頼
性
に
課
題
が
あ
っ
た
り
す
る

モ
デ
ル
は
管
理
強
度
を
強
め
て
い
る
。

　

モ
デ
ル
・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
に
は
、

モ
デ
ル
に
関
す
る
基
本
情
報
（
モ
デ

ル
の
目
的
、
概
要
、
弱
点
・
限
界
、

所
管
部
署
、
リ
ス
ク
格
付
け
等
）
を

記
載
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
に

関
す
る
継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
独
立

検
証
の
実
施
状
況
と
次
回
の
実
施
予

定
等
、
自
社
で
は
な
く
ベ
ン
ダ
ー
が

開
発
し
た
モ
デ
ル
（
ベ
ン
ダ
ー
モ
デ

ル
）
の
該
当
有
無
と
い
っ
た
項
目
も

記
載
し
て
い
る
（
図
表
２
）。
導
入

が
簡
便
な
の
は
エ
ク
セ
ル
等
で
の
管

理
だ
が
、
一
部
の
金
融
機
関
で
は
す

で
に
リ
ス
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
事
務
ミ
ス
の
回
避
や
期
日
管
理

の
自
動
化
を
図
っ
て
い
る
。

■
原
則
３
（
モ
デ
ル
開
発
）

　

原
則
３
で
は
、
モ
デ
ル
開
発
に
用

い
ら
れ
る
手
法
や
仮
定
、
モ
デ
ル
の

限
界
等
を
記
載
し
た
「
モ
デ
ル
記
述

書
」
を
作
成
す
べ
き
こ
と
、
モ
デ
ル

（出所） 　金融庁「金融機関のモデル・リスク管理の高度化に向けたプログレスレポート（2024）」（図表２も同じ）
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〔図表１〕 モデルのリスク格付け付与方法のイメージ

影響度（重要性）
高高 高 中 小 小小

複雑性
高 １格 １格 ３格
中 １格 ４格
小 １格 ３格 ３格 ４格

影響度(重要性)はモデルの性質に応じ
て、例えば以下の目線を組み合わせて
設定する例が見られた。

①使用目的の重要性
法令・規制・財務開示、対顧客/対外
サービス使用、健全性・コンプライア
ンス影響等の目線で目的の重要性を評
価。
②定量的重要性（可能なもの）
時価が当期純利益のXX％、元本総額
がXXX兆円、リスク量がリスク資本の
XX％等、具体的な閾値を設定してラ
ンク付け。設定に際しては内部統制や
各種監査の目線も参考にして設定。
③定性的重要性
顧客/対外サービスの提供範囲の広さ、
モデルの使用がグループ全体に影響す
るか単一部署のみか、レピュテーショ
ンへ与える影響度、その他各種の目線
を設定し、数値化が難しい重要性を極
力客観的に判定。

複雑性が高いモデルについては、モデル・リスク管理の
強度を高めるべきとの考え方は対象金融機関において共
通。具体的な目線の設定はまちまち。以下は一例。

①モデルの定量的手法の複雑性
高度な数学的・統計的演算を実行するもの等から、単純
な回帰分析等を考慮・分類し、ランク付け。
②モデルのアウトプット・インプットの特性
・ アウトプットに不確実性をもたらす理論や仮定の存在
するもの
・ インプットに使用するデータの量が不十分であるもの
や、データの信頼性に課題があるもの（市場観察不能
なデータ等）
などのモデルは複雑性を高くし、管理強度を高めている。

イメージ
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の
使
用
前
に
「
モ
デ
ル
・
テ
ス
ト
」

を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　

原
則
の
対
象
の
金
融
機
関
で
は
、

モ
デ
ル
記
述
書
の
必
須
記
載
項
目
を

規
程
類
で
定
め
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と

し
て
定
型
化
す
る
こ
と
で
、
記
載
の

網
羅
性
や
水
準
を
担
保
し
て
い
る
。

記
載
項
目
と
し
て
は
、
モ
デ
ル
の
概

要
や
限
界
・
弱
点
、
前
提
・
仮
定
、

テ
ス
ト
、
継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手

法
・
頻
度
、
モ
デ
ル
所
管
部
署
、
イ

ン
プ
ッ
ト
／
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
ロ
ジ

ッ
ク
等
を
定
め
て
い
る
。
各
金
融
機

関
で
は
、
過
去
に
作
成
し
た
モ
デ
ル

も
遡
及
的
に
記
述
書
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
実
務
負
担
は

想
定
以
上
だ
っ
た
と
聞
く
。

■
原
則
４
（
モ
デ
ル
承
認
）
お
よ
び

原
則
６
（
モ
デ
ル
検
証
）

　

原
則
４
と
原
則
６
で
は
、
第
２
線

に
よ
る
牽
制
機
能
と
し
て
、
モ
デ
ル

使
用
前
や
変
更
前
お
よ
び
定
期
的
に

検
証
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
内

部
承
認
を
得
る
必
要
性
を
記
載
し
て

い
る
。

　

原
則
の
対
象
の
金
融
機
関
は
検
証

に
当
た
っ
て
、
モ
デ
ル
の
性
能
・
陳

腐
化
の
評
価
や
デ
ー
タ
の
適
切
性
評

価
、
モ
デ
ル
記
述
書
の
充
実
度
、
第

１
線
に
よ
る
継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
原
則
５
参
照
）
の
実
施
内
容
の
評

価
等
を
行
っ
て
い
る
。
検
証
の
頻
度

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
高
格
付
け

の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
２
〜
３
年
に

１
度
以
上
、
低
格
付
け
の
モ
デ
ル
に

お
い
て
は
４
〜
５
年
に
１
度
以
上
ま

た
は
不
定
期
と
定
め
て
い
る
金
融
機

関
が
多
い
。
た
だ
し
、
モ
デ
ル
記
述

書
の
整
備
と
同
様
に
、
検
証
の
遡
及

的
な
実
施
は
想
定
以
上
の
実
務
負
担

が
生
じ
て
い
る
。

■
原
則
５
（
継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

　

原
則
５
で
は
、
第
１
線
は
モ
デ
ル

の
使
用
開
始
後
も
、
意
図
し
た
と
お

り
に
モ
デ
ル
が
機
能
し
て
い
る
か
を

定
期
的
に
確
認
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

原
則
の
対
象
の
金
融
機
関
で
は
、

継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
実
施
す

べ
き
項
目
・
範
囲
や
、
目
的
等
の
大

枠
を
規
程
類
で
定
め
、
モ
デ
ル
記
述

書
に
詳
細
を
記
載
し
て
い
る
。
実
施

項
目
は
原
則
６
の
検
証
の
内
容
と
大

き
く
変
わ
ら
ず
、
特
に
モ
デ
ル
の
陳

腐
化
が
な
い
か
、
使
用
目
的
と
の
整

合
性
等
が
取
れ
て
い
る
か
等
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。
頻
度
は
モ
デ
ル
の

特
性
に
応
じ
て
個
別
に
定
め
て
い
る

先
が
多
い
。

■
原
則
７
（
ベ
ン
ダ
ー
モ
デ
ル
お
よ

び
外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
）

〔図表２〕 モデル・インベントリーの項目例

基本情報

モデルの名称

モデル・ライフサイクル
管理関係

モデル記述書概要
モデルのカテゴリー（時価
評価、リスク計測等） 開発時検証結果

モデルの用途・使用目的 使用承認日

モデル使用頻度 継続モニタリング実施項目
と頻度

モデル導入日 継続モニタリング前回実施
日・次回予定

モデル変更日・変更履歴 継続モニタリングの結果
インプットデータの内容 定期的再検証の検証項目

アウトプットデータの内容 定期的再検証の前回実施日
・次回予定

関連・連携するモデル 定期的再検証の結果
使用されている技法 モデル変更に関する情報
モデルの弱点・限界、仮定
・前提

使用中止・制限がある場合
の情報

ベンダーモデル該当有無 各種データ・報告書の保存
先

モデルのリスク格付け結果
とそのロジック

その他

例外的な運用がある場合の
情報

モデルの現状ステータス
（使用中、開発中等）

コンティンジェンシープラ
ン（ベンダーモデル含む）

責任者・関係部署 モデル所管・開発・検証・
使用部署に関する情報 モデル・リスクの発現事例
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原
則
７
で
は
、
ベ
ン
ダ
ー
モ
デ
ル
に

つ
い
て
も
適
切
な
管
理
を
行
う
べ
き

こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

　

一
部
の
対
象
金
融
機
関
で
は
、
ベ

ン
ダ
ー
か
ら
必
要
な
情
報
を
徴
求
し

つ
つ
、
情
報
が
十
分
で
な
い
場
合
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
検
証
等
の
一
定
の

条
件
下
で
、
ベ
ン
ダ
ー
に
お
け
る
テ

ス
ト
結
果
の
確
認
等
を
も
っ
て
自
社

で
の
管
理
の
代
替
と
す
る
こ
と
を
可

能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
ベ
ン

ダ
ー
モ
デ
ル
が
使
用
で
き
な
い
状
況

に
備
え
た
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
記
述
書

等
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
定
め
、
第

２
線
に
よ
る
承
認
・
検
証
を
受
け
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

■
原
則
８
（
内
部
監
査
）

　

原
則
８
で
は
、
内
部
監
査
部
門
が

第
３
線
と
し
て
、
モ
デ
ル
リ
ス
ク
管

理
態
勢
と
そ
の
実
務
が
実
効
的
で
あ

る
か
ど
う
か
を
評
価
す
べ
き
と
し
て

い
る
。

　

原
則
の
対
象
の
金
融
機
関
で
は
、

モ
デ
ル
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
全
体
的

な
構
築
状
況
を
、
原
則
や
海
外
の
関

連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

分
析
を
含
め
て
確
認
し
て
い
る
。
ま

た
、
モ
デ
ル
管
理
状
況
の
監
査
の
面

か
ら
は
、
個
々
の
モ
デ
ル
を
サ
ン
プ

リ
ン
グ
し
、
第
２
線
の
独
立
検
証
や

第
１
線
の
継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
適

切
性
を
検
証
し
て
い
る
。

攻
め
の
姿
勢
で 

戦
略
的
な
モ
デ
ル
活
用
に
期
待

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
管
理
態

勢
の
す
べ
て
を
初
め
か
ら
行
え
ず
と

も
、「
優
先
順
位
を
付
け
て
重
要
な

部
分
か
ら
始
め
る
」
ア
プ
ロ
ー
チ
は

有
益
で
あ
る
。
地
域
金
融
機
関
で
も
、

モ
デ
ル
の
中
身
が
不
明
な
ま
ま
使
用

し
続
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
経
営

陣
は
状
況
を
把
握
し
、
態
勢
構
築
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
最
低
限
、「
社

内
で
使
用
し
て
い
る
重
要
な
モ
デ
ル

を
認
識
す
る
」「
そ
れ
ら
の
手
法
・

仮
定
・
弱
点
・
限
界
等
を
把
握
す

る
」「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
正
し
い
こ

と
を
バ
ッ
ク
テ
ス
ト
等
で
継
続
的
に

検
証
す
る
」
こ
と
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
コ
ア
預
金
モ
デ
ル
等
、

こ
れ
ま
で
の
低
金
利
環
境
下
で
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
モ
デ
ル
が

適
切
に
機
能
し
な
い
可
能
性
に
留
意

す
べ
き
だ
。
適
切
に
リ
ス
ク
認
識
を

見
直
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
管
理
方
法

の
変
更
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

モ
デ
ル
の
中
身
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
、
リ
ス
ク
管
理
上
、
重
要

な
だ
け
で
は
な
い
。
自
社
の
特
性
に

合
わ
せ
て
モ
デ
ル
を
最
適
化
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
率
的
な
資
本
の
活
用

や
リ
ス
ク
テ
イ
ク
が
可
能
に
な
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ベ
ン
ダ

ー
モ
デ
ル
を
活
用
す
る
場
合
も
同
様

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
数
学
的
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
材
の
確

保
が
必
要
と
な
る
。
だ
が
、
多
く
の

金
融
機
関
で
は
人
材
不
足
が
モ
デ
ル

の
管
理
に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、
将
来
を
見
据
え
た
人

材
採
用
・
人
材
育
成
の
重
要
性
は
高

い
。

　

あ
る
地
域
金
融
機
関
の
方
と
の
面

談
後
に
受
け
取
っ
た
メ
ー
ル
に
は

「
リ
ス
ク
管
理
に
お
い
て
現
状
維
持

は
後
退
で
あ
る
」
と
の
言
葉
が
あ
っ

た
。
現
状
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、

「
攻
め
」
の
姿
勢
で
も
っ
て
、
モ
デ

ル
を
戦
略
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

金
融
庁
で
は
、
大
手
行
の
み
な
ら

ず
、
地
域
金
融
機
関
に
対
す
る
水
平

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
ス
ト
レ
ス
時
の
対
応
を

含
め
、
地
域
金
融
機
関
の
態
勢
に
つ

い
て
継
続
的
に
確
認
し
て
い
く
。

（
本
稿
の
意
見
に
係
る
箇
所
は
い
ず
れ

も
筆
者
ら
の
意
見
で
あ
り
、
所
属
組
織

の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
注
）１　

「
金
融
機
関
の
モ
デ
ル
・
リ
ス

ク
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
プ
ロ
グ

レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
２
４
）」

２　

現
在
、
原
則
は
本
邦
Ｇ－

Ｓ
Ｉ

Ｂ
ｓ
、
本
邦
Ｄ－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
加
え
、

Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
に
よ

り
選
定
さ
れ
た
Ｇ－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
（
本

邦
Ｇ－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
を
除
く
）
の
本
邦

子
会
社
で
あ
っ
て
、
金
融
庁
に
よ
る

モ
デ
ル
の
承
認
を
受
け
て
い
る
金
融

機
関
を
対
象
と
し
て
い
る
。

す
ど
う　

し
ゅ
ん
す
け

16
年
金
融
庁
入
庁
。
監
督
局
保
険
課
、

総
務
企
画
局
総
務
課
国
際
室
、
総
合

政
策
局
総
合
政
策
課
、
内
閣
官
房
経

済
安
全
保
障
法
制
準
備
室
な
ど
を
経

て
、
23
年
７
月
か
ら
現
職
。

の
ぶ
と
も　

ま
さ
ひ
ろ

監
査
法
人
勤
務
を
経
て
、
23
年
金
融

庁
入
庁
。
25
年
１
月
か
ら
現
職
。
公

認
会
計
士
。
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